
亀山市告示 第 ５ ９ 号  

 亀 山 市 住 宅 取 得 支 援 事 業 補 助 金 交 付 要 綱 を 次 の よ う に 定 め る 。  

  平 成 ３ １ 年 ４ 月 ８ 日  

亀 山 市 長  櫻  井   義  之  

 

   亀 山 市 住 宅 取 得 支 援 事 業 補 助 金 交 付 要 綱  

 

 （ 目 的 ）  

第 １ 条  こ の 告 示 は 、 居 住 誘 導 区 域 内 に 新 た に 住 宅 を 取 得 し 、 当 該

住 宅 に 転 居 す る 者 に 対 し 補 助 金 を 交 付 す る こ と に よ り 、 居 住 誘 導

区 域 に お け る 定 住 を 促 し 、 中 心 市 街 地 の 活 性 化 を 図 る こ と を 目 的

と す る 。  

（ 定 義 ）  

第 ２ 条  こ の 告 示 に お い て 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 意 義 は 、 当 該

各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。  

（ １ ） 居 住 誘 導 区 域  亀 山 市 立 地 適 正 化 計 画 に 定 め る 居 住 誘 導 区 域

を い う 。  

（ ２ ） 住 宅  一 戸 建 て の 住 宅 を い う 。 た だ し 、 相 続 、 贈 与 そ の 他 取

得 対 価 を 伴 わ な い 事 由 に よ り 取 得 し た も の を 除 く 。  

（ ３ ） 新 築 住 宅  次 の 条 件 を 満 た す 住 宅 を い う 。  

ア  建 築 の 日 か ら １ 年 を 経 過 し て い な い こ と 。  

イ  居 住 の 用 に 供 さ れ た こ と が な い こ と 。  

ウ  既 存 の 建 物 （ 居 住 の 用 に 供 す る 建 物 に 限 る 。 ） の 取 壊 し を

伴 わ な い こ と 。  

エ  建 築 基 準 法 （ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ２ ０ １ 号 ） 第 ７ 条 第 ５ 項 又

は 同 法 第 ７ 条 の ２ 第 ５ 項 の 検 査 済 証 の 交 付 を 受 け て い る こ と 。  

（ ３ ） 中 古 住 宅  建 築 の 日 か ら １ 年 を 経 過 し て い る 住 宅 又 は 居 住 の

用 に 供 さ れ た こ と が あ る 住 宅 を い う 。  

（ 補 助 金 の 名 称 ）  

第 ３ 条  こ の 告 示 に よ り 交 付 す る 補 助 金 の 名 称 は 、 亀 山 市 住 宅 取 得



支援事業補 助 金 （ 以 下 「 補 助 金 」 とい う 。 ） と い う 。  

（ 補 助 金 の 交 付 対 象 者 ）  

第 ４ 条  補 助 金 の 交 付 対 象 者 （ 以 下 「 補 助 対 象 者 」 と い う 。 ） は 、

次 の 各 号 に 掲 げ る 条 件 を 満 た す 者 （ 個 人 に 限 る 。 ） と す る 。  

（ １ ） 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 以 降 に 居 住 誘 導 区 域 内 の 住 宅 を 取 得 し 、

当 該 取 得 し た 住 宅 （ 以 下 「 補 助 対 象 住 宅 」 と い う 。 ） を 住 所 と

し て 定 め て い る こ と 。  

（ ２ ） 居 住 誘 導 区 域 外 か ら の 転 居 で あ る こ と 。  

（ ３ ） 補 助 対 象 住 宅 の 取 得 の 日 又 は 補 助 対 象 住 宅 に 住 所 を 定 め た 日

の い ず れ か 遅 い 日 （ 以 下 「 基 準 日 」 と い う 。 ） か ら ５ 年 以 上 継

続 し て 補 助 対 象 住 宅 に 居 住 す る 意 思 を 示 し て い る こ と 。  

（ ４ ） 基 準 日 か ら ６ 月 以 内 に 補 助 金 の 交 付 申 請 を 行 う こ と 。  

（ ５ ） 補 助 対 象 住 宅 が 共 有 名 義 で あ る 場 合 に あ っ て は 、 持 分 割 合 が

最 も 多 い 者 で あ る こ と 。 た だ し 、 最 も 多 い 者 が 複 数 あ る 場 合 に

あ っ て は 、 こ れ ら の 者 の う ち い ず れ か の も の が 補 助 金 の 交 付 を

受 け て い な い こ と 。  

２  市 長 は 、 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 市 町 村 税 又 は 次 の 各 号 の い

ず れ か の 市 の 歳 入 を 滞 納 し て い る 者 を 補 助 金 の 交 付 対 象 者 と し な

い こ と が で き る 。  

（ １ ） 亀山市立保育所利用者負担額等の徴収に関する条例（平成２７

年 亀 山 市 条 例 第 １ 号 ） 亀 山 市 認 定 こ ど も 園 条 例 （ 平 成 ２ ７ 年 亀

山 市 条 例 第 ３ ０ 号 ） に 規 定 す る 利 用 者 負 担 額 等  

（ ２ ） 亀 山 市 農 業 集 落 排 水 処 理 施 設 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 亀 山 市 条 例

１ ２ ４ 号 ) に 規 定 す る 使 用 料  

（ ３ ） 亀 山 市 営 住 宅 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 亀 山 市 条 例 第 １ ３ ５ 号 ） に 規

定 す る 家 賃  

（ ４ ） 亀 山 市 公 共 下 水 道 条 例 （ 平 成 １ ７ 年 亀 山 市 条 例 第 １ ３ １ 号 ）

に 規 定 す る 使 用 料  

（ ５ ） 亀 山 市 公 共 下 水 道 事 業 受 益 者 負 担 に 関 す る 条 例 （ 平 成 １ ８ 年

亀 山 市 条 例 第 ３ ４ 号 ） に 規 定 す る 負 担 金 等  



（６）亀山 市 立 幼 稚 園 利 用 者 負 担 額の 徴 収 に 関 す る 条 例 （ 平 成 ２ ７

年 亀 山 市 条 例 第 ２ 号 ） に 規 定 す る 利 用 者 負 担 額  

（ 補 助 金 の 額 ）  

第 ５ 条  補 助 金 の 額 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 場 合 に 応 じ 、 当 該 各 号 に

定める額とする。ただし、１，０００円未満の端数があるときは、

そ の 端 数 を 切 り 捨 て た 額 と す る 。  

（ １ ） 新 築 住 宅 を 取 得 す る 場 合  建 築 価 額 （ 建 売 住 宅 に あ っ て は 購

入 価 額 と し 、 付 随 す る 土 地 （ 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 以 後 に 購 入 し

た 土 地 に 限 る 。 次 号 に お い て 同 じ 。 ） の 購 入 価 額 を 含 む 。 以 下

こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） に １ ０ ０ 分 の １ を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当

す る 額 （ ２ ０ 万 円 を 超 え る 場 合 は 、 ２ ０ 万 円 ） 。 た だ し 、 基 準

日 に お い て 補 助 対 象 者 の 世 帯 に 同 居 の 中 学 生 以 下 の 子 ど も が い

る 場 合 は 、 当 該 額 に 建 築 価 額 の １ ， ０ ０ ０ 分 の ５ を 乗 じ て 得 た

額 に 相 当 す る 額 （ １ ０ 万 円 を 超 え る 場 合 は 、 １ ０ 万 円 ） を 加 算

す る 。  

（ ２ ） 中 古 住 宅 を 取 得 す る 場 合  購 入 価 格 （ 付 随 す る 土 地 の 購 入 価

額 を 含 む 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） に １ ０ ０ 分 の １ を 乗 じ

て 得 た 額 に 相 当 す る 額 （ １ ０ 万 円 を 超 え る 場 合 は 、 １ ０ 万 円 ） 。

た だ し 、 基 準 日 に お い て 補 助 対 象 者 の 世 帯 に 同 居 の 中 学 生 以 下

の 子 ど も が い る 場 合 は 、 当 該 額 に 購 入 価 格 の １ ， ０ ０ ０ 分 の ５

を乗じて得た額に相当する額（５万円を超える場合は、５万円）

を 加 算 す る 。  

（ 補 助 金 の 交 付 申 請 ）  

第 ６ 条  補 助 金 の 交 付 を 受 け よ う と す る 者 は 、 亀 山 市 住 宅 取 得 支

援 事 業 補 助 金 交 付 申 請 書 （ 様 式 第 １ 号 ） に 、 誓 約 書 （ 様 式 第 ２

号 ） そ の 他 の 必 要 な 書 類 を 添 付 し て 、 市 長 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。  

（ そ の 他 ）  

第 ７ 条  この告示に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附  則  



 こ の 告 示 は 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 ８ 日 か ら 施 行 す る 。  



様式第１号（第６条関係） 

                                                    年  月  日 

   

亀山市長  様 

 

                                                  申請者 

住 所 

氏 名              印 

電話番号 

 

 

亀山市住宅取得支援事業補助金交付申請書 

 

亀山市住宅取得支援事業補助金の交付を受けたいので、亀山市住宅取得支援事業補助金交付要綱第

６条の規定に基づき、下記のとおり申請します。 

なお、亀山市住宅取得支援事業補助金交付要綱第４条に定める補助対象者及び第５条に定める補助

金額を確認するために市が住民基本台帳、固定資産課税台帳、建築確認申請等について照合を行うこ

とに同意します。 

記 

１.補助申請額                               円 

２.転居前の住所  

３.補助対象住宅の所在地  

４.区  分 新築 ・ 中古 

５.建築価額又は購入価額 

【新築住宅】 
・建築価額  （         円） 
※建売住宅にあっては、購入価額 

【中古住宅】 
・購入価格  （         円） 

６.補助対象住宅の所有者 
（住所）                  

（氏名）                 （持分      ） 

７.補助対象住宅の取得日       年    月    日取得 

８.添付書類 

（共通） 
・住民票（補助対象住宅に住所を定めたことがわかるもの）の写し 
・建物の登記事項証明書の写し 
・土地の登記事項証明書の写し（土地を購入した場合に限る。） 
・誓約書（様式第２号） 
 
（新築住宅の場合） 
・工事請負契約書と支払額が確認できる書類の写し 
・売買契約書と支払額が確認できる書類の写し（土地を購入した場合に限る。） 
・検査済証 
 
（建売住宅の場合） 
・売買契約書と支払額が確認できる書類の写し 
・検査済証 
 
（中古住宅の場合） 
・売買契約書と支払額が確認できる書類の写し 



様式第２号（第６条関係） 

                                         

             年  月  日 

 

  

 

亀山市長  様 

 

住 所 

氏 名              印 

電話番号 

 

 

誓約書 

 

 

  私は、亀山市住宅取得支援事業補助金交付要綱第６条の規定により補助金の交付を申請するに

当たり、亀山市住宅取得支援事業補助金交付申請書に記載の補助対象住宅の取得日又は当該補助

対象住宅に住所を定めた日のいずれか遅い日から５年以上継続して当該補助対象住宅に住所を定

め、生活の本拠地とすることを誓約します。 

なお、５年に満たずに当該補助対象住宅から転居することとなった場合は、交付された補助金

の全額を市へ返還します。 

 

 

 

 

 

 


